
l  水 稲新 品種  ア キユタカ (旧 系統名奥羽 301号 )の 編入 て農試水田作科 )

てI)来 歴

アキユタカは 1969年 (昭 44)に 東北農試栽培第一部において、 ト ヨニシキを母 ととフ、

出1系 17(フ クニシキXs、系 69)を 父として交配を行い、選抜育成された系統である。本

県では、 1976年 か ら奥羽 301号 の系続名で配付を受け、本場並びに県南分場、県北分

場で生産力検定予備調査に供試 し、 1978年 から生産力検定調査並びに現地調査に供試 し

て、収量および特性を検討 した結果右塑と認められた。

( 2 ) 特 性 の 概 要

ア 形 態的特性 移 植時の高丈は アジミノリより短苗、葉色淡緑。本田でもフシミノリより

装色は淡い。草丈は フジミノジ並で葉身はたれるが幼和形成期以後は上位葉身が直立 し草

型は良好となる。成熱期はフジミノリより禅長 10～ 12c秘 、穂長 1,0切短か く、中科雨

稔重r枯紙である。社着はやや密、登熱速度は早い。穂iお1はやや劣 り熱色良好、登熟歩合は

フシヾノツ並。短亡極稀
?■

先色は黄白。粒やや大、率米千粒量は 7ジ ミノリより09矛

重い。光沢、色沢は良好、整粒歩合高 く早生品極 として品質良 くササ ミノリ並。 と う精

歩合tiフジミノジより高 く胚芽残存歩合は フジミノリ並 、収量性はフジミノリ並～ややま

さる。

イ 生 態的特性 出 撤期はフジミノリに比べ 1～ 2日遅 く成熟期やや早い。禅!よフジ ミノリ

より強い。もヽもち耐病性は、Pi一 K、 Pi― Zの 真性抵抗性遺伝子をもち、これ まで現

地機場での発病は見られていない。イネカラパユ耐虫性はアキとカリと同程度でやや弱。

耐冷性は障害型は レイタイ並。選延塾は レイメイより成 くアキヒカリ並。低温活若性はア

キヒカリよりまさる。

低品出芽性が低 く出穂後の連続低温 17c以 下 )の場合には胴切末の発生が見られるの

で注意。以上アキユタカはフシミノリに匹敵する多収性と耐冷性をもち、品質、食味力浪

好で、しかよいもち耐病性並びに耐倒伏性が優れた特性をもっている。

- 1 -



( 3 ) 成 績 の 構 要

ア 特 性調査

t  !    表 1 . ア キ ユ タ

アキユタカ 中大 1 円‖

フジ ミノツ 1 長 群 穂モ 中太 1 岡J
_ _ L _ _

イ 生 育、収量調査    ‐

の 標肥条件 、成苗移植

表 2 生 育 ・収 量 調 査

品種名＼ |(月
・日)|(月・日

威 熟 時 玄 米
髄
(″ )
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7 キ ュ タ ヵ
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の 標肥条件【准苗移植〕

表& 生 育 。収畳調査

アキユタカ

(標 )フジ ミノ リ

la 5

1 9 7

2 2 3

2 1 . 7

上 下

中 中

中 上

中 上

中 中

中 中

10612&3

1001223

項目 1出穂期 1成熟期

| 卜 、
く

ミ | ( 月

。
日 ) | ( 月

・
日 )

アキユタカ 1 8.81 9,20

( 標) フジミノリ |  . 7 1  . 2 1

アキユ タカ 1 8:11 9。 10

アキとカリ1仰 |  。3

Q 151 6豊  4
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場  所 穐違ぺ
出穂贈〕

(月・日)

成熱期

(月。日)

FJ蛇 熟  期
倒伏

玄米亜

(Kゥ/名|

同左
比率
(巧)

玄 沫
千粒亜
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品 質
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アキユタカ
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(昭和 53～ 54年 2カ年平均値 )

ltl 多肥条件 〔稚苗移植〕

表4 . 生育 ・収 量 調 査

ウ 玄 米の品質調査

表 品 品 質 調 査 (昭 54 本 場 )

注)1.整 粒中の腹白は極小のもので、等級格付けには影響 しないo

2 10夕 、 3反 復 粒教比率

工 特 性検定

の い もち病抵抗性検定試験 (岩手健試病害虫科 )

表 a  t 、も ち 病 検 定

施
胆
条
件

項 目 整   粒  (%) 木 熱 粒 ( % ) 被 害 粒   (%)
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０
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の 穂いもち

表 7

質rl

ア キ ユ タ カ

( 比) ア キ ヒ カ リ

( 比) や まてに しき

( 比 ) ヨ  ネ  シ  ヨ

系 統 名

品 種  名

ア キ ユ タ カ

( 比) アキ ヒ カ リ

(比)レ  イ  メ イ

(比)やまてにしき

(比 )ヨ  ネ  シ ロ

椎定遺伝子型

穂 (供田農試 大館分場)

程 度 の

昭 5 3
総合判定

亜  職

中

極  強

や や 強

判 定

ｋ

ｚ

　

ａ

　

ｚ

，■
　
・■

一
Ｐ

i経)丙触

昭   52

0 0

4 1 . 5

Q な

29 7

294

2 & 2

323

246

246

率 の

昭 5 3

4.4

340

1 . 4

2ミ 6

躍 病

母軍 52

C 1 0

品 7

0 3

& 0

1 . 3

■ 3

1 . 0

4 . 0

注)ア キユタカとやまてに と,きの極強は主とL夕て貫性抵抗性に基づ くものと思われる。擢病初率
iは

昭和 51年 4月 80日農事試作物部長 よりJ旨示された調査基準に基づき、20株の平均値で示 し、

躍病程度は 「発病程度 と楯斑面積率の関係 」から読みかえた。|lβ和53年度のアキユタカあ発病
`は

穂いもちではな く穂精れの可能性が高い。

(lpl 耐冷性検定

ア )発 芽の品種間差果 (昭 馬4 本 場 )

, 表 & 発 芽 の 品 程 間 差

低温活着性             i

表 位 東 北燿試 ・栽一部 ・作一研の成積

%

イ )
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7 9   3L I

& 8   29 9
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豊 2

1■.8

1&1
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16 5
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中
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中

中

(注):昭 51は 12での冷水掛流 L″、昭 52～ 53は人工気象室 12C処 理。

方法は移植後より12日間処理後調査

里   窪   々
15 ℃ 30 c

6 日 目 1 0 日 目 15日 日 1日 目 2日 日 9日 日
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ウ)低温による不稔障害

冷水掛流 し

表 lQ青 森県幾業調験場藤坂支場の成績

系 統 名

品 極 名

ア キ ユ タカ

(比)ムツ】け ミ

(比)ト ワ 舛

(比)レイメイ

( 比) ヨネシロ

1 1 . 9

6 a 0

38 9

42 4

2氏 8

総合

判定

△ 〇

△ X

～ △

△ X

△〇
△

ア ア キユタカは優温発芽性は低 く、無力R温出芽では出芽、苗立ちが不安定であるから、極子の

予措を十分行い、加温出芽を励行すること。なお、加温出芽の場合でもフジミノリより出芽揃

いが遅 くなる傾向が見られる。

イ 出 穂後 3日 ～ 8日の間に連続的な低温 (最低気温 17℃ 以下 )の場合には胴切れ粒の発生が

多 くなる傾向があるので、アキユタカを作付する場合にはその地域の気象条件を検討 して決め

ることが大要である。

ウ 県 中北部では基肥の窒素量をフジミノリに比較 して 1～ 2割多くして初期生育を確保するこ

とが必要である。県商部では早生品種は初放確保は困難な地市であるので、基肥窒素量を10ア

ール当た り6～ 7時程度施用する。この品をとは上育中期の業色が淡いため、フジミノリの葉色

の憤れで施肥すると鐘素過多を招きやすい。また、後期の生育はllI驚で止業は長くて過芽ヾ茂に

な りやすいので追肥に注意 し通量施肥に心がけること。我1亡密度は集中北部、県柄部とも、材

当た り22～ 23株が通当である。              、

工 い もち病は現在、本、分場並びにlJL地試験醐場での発病は認められていないが、発病が認め

られた場合、防除基i募にしたがって逝期防除に努めること。

オ ア キユタカの刈牧適期幅は、出穂後の積算温度 950C～ 1,100Cの範囲にあって、1,150c

を超えると腕害」れ粒の発生が多 くなり品質低下を招くので刈取時期に注意すること。

( 5 ) 適 応 地 帯 お よび普 及 見 込 面 積

適応地帯は県中部では漂高 250れ以下の地帯が中心となる。県北部では馬淵川、安比川流滋お

よび久慈サ|1流域の平担地が入る。県南部では標高200兜以上の奥羽山間寄 りの台地および東南部

の山間地の一部が入る。普及見込面積は全県で7000～ &000れ を見込んでいる。

5 0     1    5 2

判定 1復 祭1歩 合 1判定

△ X l △ X

△〇| ○
△〇|△○

△○|△○

△ 1 △

△ Xl △ X

合貿l o

1261△ o

2■ 61 企 Xゝ

1宅21△〇

1251 0

注 : 昭 51は 出穂期が遅れ判定不能のため省略

( 4 )栽 培 上 の留 意点
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